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典拠

第 5 章 著者名典拠データ
 5.1 個人名

5.2 家族名 （新設）

 5.3 団体名

 5.4 会議名 （NCR2018では団体名に含まれる

          が、これまでの慣例に従って立項）

第 6 章 著作（統一書名）典拠データ
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これまでの典拠

コーディングマニュアル
日本名以外は団体名のみしか作
成されていなかった

これまでのNACSIS-CAT
典拠データ作成は必須ではない
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典拠

これまでと同様、典拠データ
作成は必須ではない

しかし著作など典拠データ
の重要性は増している

関連

リンクブロック、主題ブロック
として、これまでも作成して
きた

関連指示子でより明確に。
MARC取り込み書誌には
入っているものが多い。



統一標目形
著者名典拠データ
統一書名典拠データ

から見よ参照（SF) 異形アクセス・ポイント

統一標目形→典拠形アクセス・ポイント
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典拠形アクセス・ポイント
著者名典拠データ
著作典拠データ



アクセス・ポイント（個人）

標目からアクセス・ポイントへ

典拠形アクセス・ポイント（authorized access point: AAP)
異形アクセス・ポイント（variant access point: VAP）

属性のエレメントの組み合わせで構築

個人
渡辺, 一男||ワタナベ, カズオ   優先名称 
渡辺, 一男||ワタナベ, カズオ, 弁護士  優先名称＋職業
中村, 功||ナカムラ, イサオ, 1935-  優先名称＋生年
中村, 功||ナカムラ, イサオ, 1935- 医師 優先名称＋生年＋職業

NCR1987では
「統一標目」と「参照」
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付記事項→識別要素



著者名典拠データ（個人）

個人のアクセス・ポイント → NACSIS-CATの典拠データ

個人の属性
個人の優先名称
個人の異形名称
個人と結びつく日付
活動分野
職業
その他識別要素
説明・管理要素
出生地、死没地、アドレス、略歴、

個人の識別子、出典…
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個人の典拠データ
HDNG 典拠形アクセス・ポイント
TYPE 種類のコード値
PLACE 出生地
DATE 生没年
SF 異形アクセス・ポイント
SAF からも見よ参照
NOTE

必要なエレメントは
NOTEに



著者名典拠データ

個人、家族、団体、会議名の形式

HDNG: 山老, 成子||トコロ, シゲコ TYPE:p
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HDNG: Fersen(Family) TYPE:f

HDNG: British Museum TYPE:c

HDNG: ビタミンE研究会 TYPE:m

個人

家族

団体

会議



著作（統一書名）典拠

書誌データの著作のアクセス・ポイントの形を統
一し、一元的に管理するデータセット
統一された形により、同一著作の集中が図られる
典拠形アクセス・ポイント以外にも検索が予想さ
れる他の形や関連する情報を記録し、同一著作に対
する多面的な検索を可能にする
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典拠コントロールの対象

さすがに全著作は難しい…
世界の書誌作成機関でも
そこまでやっているところはない

全著作統一タイトル

NCR1987 NCR2018

無著者名古典
聖典
音楽著作



基準0.1.1
NACSIS-CATでは統一書名典拠データセットを、著作の典拠
データセットとし、名称も「著作典拠データセット」に変更する。

基準９.2.1 著作典拠データ
NACSIS-CATで著作のデータを作成する対象は、当面は以下
の資料とする。
a)日本、中国等の古典籍
b)聖典
c)無著者名古典
d)音楽作品
e)その他識別する必要があると判断した著作

著作（統一書名）典拠
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著作の取り扱い

a)日本、中国等の古典籍
b)聖典
c)無著者名古典
d)音楽作品
e)その他識別する必要があると判断した著作
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これまで作成されたデータへ
の対応
近現代の文学著作、動画など

これから取り込まれるデータ
への対応
NDL：日本語訳のタイトルが複数存在す
る近現代の作品

これから作成するデータへの
対応
取り扱いについて検討中
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典拠データの集中機能を活かす
国立国会図書館
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典拠データの集中機能を活かす
目黒区立図書館（TRC） 「人間失格」で

検索すると69件

著作典拠「人間失格」
で検索すると10件



著作典拠データ

著作のアクセス・ポイント → NACSIS-CATの典拠データ

著作の属性
著作の優先名称
著作の異形名称
著作の形式
著作の日付
著作の成立場所
その他識別要素
説明・管理要素
略歴、識別子、出典…
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著作典拠データ
HDNG 典拠形アクセス・ポイント
SF 異形アクセス・ポイント
SAF からも見よ参照
NOTE

PLACE,DATEの
フィールドがないため、
必要であればNOTEに



これまでの著作の扱い
NCR2018適用前に作成された著作の典拠形アクセス・
ポイントは識別要素の記述方法がさまざまだが、遡って
修正は行わない

単独形（聖典） Bible. O.T. Isaiah

結合形(国書データベース）
浄土宗回向文和訓図会(山田案山子編 ; 松川半山画 : KOTEN:35085)

結合形（外国音楽作品） Ravel, Maurice, 1875-1937 -- Sonatina, piano

結合形（日本音楽作品） 伊福部, 昭 (1914-) -- ソナタ, ヴァイオリン, ピアノ

（生年-）は遡って修正はしません



国書データベースの著作典拠データ
「統一書名」をそのままタイトルとして使用
識別要素として、「KOTEN:」に続く「著作ID」（著作レコード番号）
を記録

著作レコード中に著者が存在する場合:

「著者」を最初の識別要素として記録
「著作ID」をスペース、コロン、スペース（△:△）を置いて記録

「作品著者名」と「統一著者名」の形が異なる場合:

識別要素には、優先的に「統一著者名」を採用する



NCR2018の関連

18NCR2018より引用



関連

資料に関する
その他の関連

関連を表すために
RDAで設けられた
「関連指示子」を
NCR2018でも
倣って使用
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翻訳、翻案、階層構造など
約270種の関連



関連

資料と個人・家族・団体
との関連
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資料に対する「役割」を
約120種の関連で示す
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著作

Alfred A. Knopf

表現形

創作者

寄与者

出版、製作者

個別資料
所有者

著者：村上, 春樹||ムラカミ, ハルキ

関連指示子

関連指示子

訳者: Rubin, Jay, 1941-

訳者: Gabriel, Philip, 1953-

現所有者：○○大学

関連指示子

体現形

個別資料

関連



AL
著者（創作者・寄与者等の個人・家族・団体）と書誌データ
の関連の記録のためALフィールドを使用する。

AL: あさば, みゆき || アサバ, ミユキ < > 著者
AL: 左近堂, 絵里 || サコンドウ, エリ < > 挿絵者

AL: * Dumas, Alexandre, 1802-1870 < > author
AL: Allinson, A. R. (Alfred Richard) < > translator
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資料（個別資料以外）と個人・家族・団体との関連の記録は
選択だが、可能な範囲で記録することが望ましい。



AL（会議名）

会議名の回次、年次、開催地は典拠データではなく、
ALのその他の情報に記録する

AL: 文化的景観研究集会 || ブンカテキ ケイカン ケンキュウ
シュウカイ <DA19552895> (第8回 : 2016 : 奈良, 京都)

AL: * Simon Fest (Conference) <DA19922713> (2017 : 
Piscataway, N.J.)
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NCR2018では会議の典拠形
アクセス・ポイントの識別要素

https://webuip.nii.ac.jp/wu-bin/wu-author-detail.cgi?CATP_HANDLE=5JarhOY2nM&JOB=12&GNO=2&SEQNO=164&LINK_CNT=0&DBNAME=NAME&ID=DA19552895&READ=0
https://webuip.nii.ac.jp/wu-bin/wu-author-detail.cgi?CATP_HANDLE=5JarhOY2nM&JOB=12&GNO=2&SEQNO=165&LINK_CNT=0&DBNAME=NAME&ID=DA19922713&READ=0


UTL

著作と書誌データの関連の記録のために，UTLフィールド

を使用する。

UTL: 源氏物語(紫式部 : KOTEN:2357) || ゲンジ モ
ノガタリ <EA00316498>

UTL: Lion King (Motion picture) <EA00214239>
UTL: * Tripiṭaka. Sūtrapiṭaka. 
Saddharmapuṇḍarīkasūtra <EA00022930> French
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表現形の識別要素が入っている

https://webuip.nii.ac.jp/wu-bin/wu-title-detail.cgi?CATP_HANDLE=5JarhOY2nM&JOB=13&GNO=4&SEQNO=81&LINK_CNT=0&DBNAME=TITLE&ID=EA00316498&READ=0
https://webuip.nii.ac.jp/wu-bin/wu-title-detail.cgi?CATP_HANDLE=5JarhOY2nM&JOB=13&GNO=4&SEQNO=84&LINK_CNT=0&DBNAME=TITLE&ID=EA00214239&READ=0
https://webuip.nii.ac.jp/wu-bin/wu-title-detail.cgi?CATP_HANDLE=5JarhOY2nM&JOB=13&GNO=4&SEQNO=72&LINK_CNT=0&DBNAME=TITLE&ID=EA00022930&READ=0


NOTE（関連を記録する注記）

著作間の関連については、原則的に著作データに記録するが、
著作データが作成されない場合、必要に応じて関連先となる著
作を識別できる情報を体現形のデータに記録することができる

著作間の関連
NOTE:Dramatization of (work): Cry, the beloved 
country : a story of comfort in desolation / by Alan Paton

（関連元: Anderson, Maxwell, 1888-1959. Lost in the 
stars : the dramatization of Alan Paton's novel : Cry, the 
beloved country）
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未来につながるCAT
共同利用システムに集約した電子情報資源のメタデータと印刷体のメタデータ
に加え、デジタル化資料のメタデータを有機的に結合させた統合的なデータ
ベースを構築するとともに、効率的に運用できる次世代 ILL 等を実現する。
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構造化されたCAT
例えば、

著者典拠 Researchmap

Digital Archives
典拠でつながる

電子ブック

例えば、

著作典拠

そして外の
データとも

機関リポジトリ

デジタル化資料印刷体

これからの学術情報システ
ムの在り方について

（2024）

関連でつながる



ご清聴ありがとうございました
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